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第２章 市内の現状 

本市は、東京都の中心（重心）いわゆる東京の「へそ」に位置し、面積は 11.46km２であり、地形

としては武蔵野段丘と国分寺崖線を境に一段低い立川段丘から構成されます。市域の西部から東部

方向に向かって緩やかに低くなっています。 

海抜は最も高いところで約 92ｍ（西町五丁目・けやき台付近）、最も低いところで約 55ｍ（東元

町一丁目・鞍尾根橋付近）となっています。 

本市の特徴である国分寺崖線は、約５万年前に古多摩川が武蔵野台地を侵食してできた河岸段丘

であり、武蔵村山市残堀付近から始まり、市内西町五丁目、光町一丁目、西元町及び東元町一丁目

と南町の境へと続き、野川の東岸に沿って大田区丸子橋付近まで続く、東京を代表する崖線の一つ

です。 

 

 

図２－１ 国分寺市の地形 
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１ 自然環境 

市内には国分寺崖線やお鷹の道・真姿の池湧水群など、豊かな緑と水に彩られ、武蔵野の面影を

残す住宅都市です。令和５年の市内のみどり率は 34.8％で、平成 30年の前回データと比較すると、

５年間で 1.5ポイント減少しています。（表２－１参照） 

西恋ヶ窪緑地や姿見の池緑地などの緑地を都市計画緑地に指定し、保全整備を行っています。こ

れらの緑地や砂川用水などでは、環境団体との協働による維持管理が行われています。 

市内に源流を有する一級河川である野川は、コンクリート三面張りの護岸になっており、生き物

が生息しにくい環境で親水性に乏しく、景観形成上も良好とはいえない状態です。小金井市以降の

下流部では東京都による野川整備事業が既に完了しています。 

市内の緑被率とみどり率について、平成 20 年までは市で緑被地調査を実施し、緑被率の推移を

確認してきました（表２－２参照）。平成 20年以降は、東京都が５年ごとに実施している「みどり

率」の調査結果資料を元に、表２－１のとおり、独自に市内のみどり率を算定しています。 

緑被率とみどり率は、いずれも航空写真により、樹林地や庭、草地等の地域全体における構成比

を算出していますが、対象が一部異なっています（表２－３参照）。また、市内のみどり率における

平成 25年以降の数値は、東京都が近赤外線画像※を活用して算出したみどり率を使用し、市内のみ

どり率を算定しています。 

 

表２－１ 市内のみどり率と緑被率の推移 

調査年 昭和 63年 平成 10年 平成 20年 平成 25年 平成 30年 令和５年 

みどり率 － － 26.7％ 37.0％ 34.8％ 33.3％ 

緑被率 37.5％ 30.0％ 25.8％ － － － 

 

表２－２ 昭和 63年から平成 20年における市内緑被地面積及び緑被率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）人口被覆地：コンクリートやアスファルトなどの工作物に覆われた土地のこと。 
注）（太枠）    で示した数値が緑被率です。 
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表２－３ みどり率と緑被率の相違点 

 庭 樹林地 草地 農地 公園 街路樹 
河川・水路 
・湖沼 

みどり率 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

緑被率 〇 〇 〇 〇 × × × 

※近赤外線画像：可視光よりも波長が長い近赤外線により撮影した画像。近赤外線を活用すると、植物による光の

反射特性を利用し、緑の抽出が容易となり、日陰の緑地なども判読しやすくなります。このことから高い精度で

緑を抽出することが可能となります。 

 

 

図２－２ 平成 20年における緑被現況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活環境 

（１）大気及び騒音・振動 

主要幹線道路７地点において大気、騒音、振動に関する調査を実施しています。 

冬季７日間の大気調査においては、微小粒子状物質（ＰＭ2.5）の日平均値の最高値が環境基準

値以下となっており、全地点で環境基準を達成しています（図２－３参照）。 

騒音調査においては、内藤橋街道、戸倉通り及び熊野神社通りで環境基準を超過しているもの

の、要請限度は全地点で達成しています（図２－４参照）。 

また、振動調査では全地点で要請限度を達成しています（図２－５参照）。 

 

※ 調査結果等の詳細については第８章資料編「１大気環境分析調査」（166ページ）、「２騒音・

振動及び交通量調査」（168ページ）及び「11環境基準一覧」（189ページ）を参照ください。 
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図２－３ 微小粒子状物質（PM2.5）の経年変化 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

※環境基準 

１年平均値が 15μg/㎥以下であり、かつ、１日平均値が 35μg/㎥以下（平成 21 年 9 月設定）。本

調査では、冬期（１～２月）７日間の連続測定であり、年間の総有効測定日数が 250 日に満たないこ

とから、環境基準による大気汚染の評価は参考値とします。 

 

図２－４ 騒音（dB）の経年変化（夜間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※要請限度 

市長が騒音規制法の規定に基づく測定を行った場合に、自動車交通による騒音により、道路の周

辺の生活環境が著しく損なわれていると認めるときに、公安委員会に対し、その改善を要請する際

の基準です。 

 

※環境基準 

環境基本法に基づき、生活環境を保全し、人の健康の保護に資する上で維持されることが望まし

い基準として騒音に係る環境基準が定められています。 

主として専ら住居の用に供される地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域（右表）

として昼間（午前６時から午後 10 時までの間）は 60 デシベル以下、夜間（午後 10 時から翌日の午

前６時までの間）は 55 デシベル以下、左表に掲げる地点においては、幹線交通を担う道路に近接す

る空間に係る特例に該当する地域として昼間は 70 デシベル以下、夜間は 65 デシベル以下と定めら

れています。 

環境基準 35μｇ/㎥  1 日平均値※ 
μg/㎥ 

50

55

60

65

70

五日市街道 府中街道 国分寺街道 多喜窪通り

要請限度※ 70デシベル

環境基準※ 65デシベル

Ｒ３年度

Ｒ４年度

Ｒ５年度

Ｒ６年度

50

55

60

65

70

内藤橋街道 戸倉通り 熊野神社通り

要請限度 65デシベル

環境基準 55デシベル

Ｒ３年度

Ｒ４年度

Ｒ５年度

Ｒ６年度



15 

 

 

図２－５ 振動（dB）の経年変化（夜間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※要請限度 

振動の環境基準は定められていません。市長が振動規制法の規定に基づく測定を行った場合に、

自動車交通による振動により、道路の周辺の生活環境が著しく損なわれていると認めるときに、道

路管理者又は公安委員会に対し、その改善を要請する際の基準です。 

 

（２）水質 

水質調査は「野川」・「真姿の池」・「東京経済大学新次郎池」・「姿見の池」で汚濁状況等の調査を

行っています。代表的な水質汚濁の指標であるＢＯＤ（生物化学的酸素要求量)については、これ

らの調査箇所において環境基準を達成しています。 

 上記のほか市内 20か所の井戸水について、９つの調査項目により調査を実施しています。令和

６年度調査においては都立殿ヶ谷戸庭園（南町２丁目）、もみじ井戸（光町１丁目）でテトラクロ

ロエチレンが環境基準値を超過し、大腸菌は光町一丁目 44番の１地点で検出されました。 

都立殿ヶ谷戸庭園は例年環境基準値を超過しており、今後も継続的に調査・監視してい

く必要があります。 

 

※ 調査結果等の詳細については、第８章資料編「４野川の水質状況」（171ページ）、「７

井戸水調査」（178ページ）及び「11環境基準一覧」（189ページ）を参照ください。 
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３．都市環境  

（１）交通安全環境の整備・自転車運転マナーの向上 

市では、環境に配慮した良好な都市空間を形成するため、都市計画道路の整備や歩道改修・設置

工事の際は、透水性舗装、低騒音舗装、歩道のバリアフリー化を進め交通安全環境の整備を図り、交

通渋滞の解消や防災機能の向上を推進していきます。 

また、自転車利用推進のため、自転車駐車場の適切な維持管理や自転車利用時のマナー向上のた

め、市報・HP 等により自転車利用のルールを周知し、交通安全教室及びイベントの開催にて啓発活

動を実施しています。 

 

表２－４ 市内における事故発生件数 

１月～12 月 
自転車事故件数 

自転車 計 自動車 
第１当事者※１ 第２当事者※２ 

Ｒ２年 21 50 71 167 

Ｒ３年 18 47 65 132 

Ｒ４年 27 42 69 162 

Ｒ５年 55 44 99 152 

Ｒ６年 57 52 109 126 

 

※１：当事者のうち、過失（違反）がより重いか又は過失（違反）が同程度の場合は、被害がより小さい方の当事者のこと。 

※２：当事者のうち、過失（違反）がより軽いか又は過失（違反）が同程度の場合は、被害がより大きい方の当事者のこと。 

 

（２）安心・安全なまちづくり 

市では、地域の団体（自治会や町内会）と協定を締結し、地域の住民が自分たちの住んでいる

“まち”を見直し、「安全で住みよいまちづくり」の実現に向けて、地域の安全化とともに、予測

される災害に備えて応急活動体制を整えることなどを両者が協力・共同して進めていく事業とし

て防災まちづくり推進地区を推進しています。 

昭和 56年２月に高木町自治会が第１号の協定を市と結んでから、令和７年３月末現在までに 16

団体と協定を結び、その地域に合った“防災まちづくり”が進められています。高木町自治会は

防災への積極的な取組が高く評価され、平成 29 年３月に内閣府から「地区防災計画モデル地区」

に選定され、同年９月に「平成 29年度防災功労者内閣総理大臣表彰」を受賞しました。 

なお、防災まちづくり推進地区等については、市ホームページ（ページ番号：1002491）をご覧

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：件） 
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４ 地球環境 

（１）気候変動の状況＊ 

 令和６年の世界平均気温は、観測史上最も高い年となりました。世界気象機関（WMO）は、産業革

命前（1850～1900年）の水準と比べて 1.55℃上回ったと発表し、パリ協定の目標である産業革命以

前と比べて 1.5℃に抑えるという「1.5℃」水準を単年で初めて超えました。世界の平均気温は様々

な変動を繰り返しながら上昇しており、長期的には 100年あたり 0.79℃の割合で上昇しています。 

また、日本においても令和６年は全国平均気温が統計開始以降最も高くなったことを気象庁は発表

しています。日本の年平均気温は、長期的には 100年あたり 1.44℃の割合で上昇しています。 

また、国分寺市周辺（府中観測所）においては、令和６年の年平均気温が 17.0℃となり、1976 年

以降最も高くなりました（令和７年も令和６年と同様 17.0℃）。 

 

（２）市内の温室効果ガスの排出状況 

令和４年度の市内の温室効果ガス排出量は332千トン（※二酸化炭素換算。以下全て同じ。）、そ

のうち約90％を二酸化炭素が占めました。平成24年度以降、温室効果ガスの排出量はおおむね減少

傾向で推移しています。令和３年度にやや増加しましたが、令和４年度は再び減少しました。ま

た、令和４年度の二酸化炭素の排出状況は、家庭部門と業務部門の合計が約80％と、市民の日常生

活や事業者の事業活動による排出が多くを占めています（図２－６参照）。 

 エネルギー消費量としては、令和４年度は3,420TJであり、令和３年度と比較してやや減少して

います。燃料種別による構成比としては、電力が約47％、ガスが約37％となっています。 

また、環境省が公表する「自治体排出量カルテ」によると、令和５年度の市内の再生可能エネル

ギー導入設備容量*は9,586kWであり、前年比約116％となっています。 

*自家消費のみで売電していない設備、FIT・FIP制度への移行認定を受けていない設備等は含んでいません。 

  

図２－６ 市内の部門別二酸化炭素排出量の推移 

 

 

 

 

出典：「多摩地域の温室効果ガス排出量（1990 年度～2022 年度）」 
（オール東京 62 市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」） 
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（３）ごみの発生抑制、減量化・資源化の推進 

ごみ・資源物量は、ごみ減量・資源化の市民意識の向上や家庭ごみ有料化（平成 25年６月実施）

等の取組により年々減少し、令和６年度の総排出量は 27,201トンと前年度と比較して約 1.1％減

少しました。内訳では、もやせるごみが約 0.7％、もやせないごみが約 8.3％、粗大ごみが約 2.4％、

資源物が約 0.3％減少しました。有害ごみは同量でした。（表２－５参照）。 

また、もやせるごみ収集量（持込除く。）の１人１日あたり換算は 257.5 グラムと、多摩 26 市

のうち２番目に少ない状況になっています（表２－６、図２－７参照）。 

そのほか、令和６年度の資源プラスチック収集量は１人１日あたり 43.9グラムと、前年度と比

較して 1.6％増加しました。主な要因は製品プラスチックを資源プラスチックとして一括で収集

したことで、もやせないごみで排出していたものが資源プラスチックとして排出されたものと考

えられます。 

市ではごみの排出量削減に取り組んでいますが、最終処分場である日の出町二ツ塚廃棄物広域

処分場の延命化及びエコセメント化施設※の安定的かつ効率的な運用、現在の清掃センターの安

定的な稼働のためには、ごみ排出量の削減に継続して取り組んでいく必要があります。なお、「も

やせるごみ」については、令和２年４月から日野市に建設した浅川清流環境組合可燃ごみ処理施

設で、日野市、国分寺市、小金井市の３市における共同処理を行っています。可燃ごみ処理施設の

周辺をはじめ日野市民への環境負荷を低減するためにも、引き続きごみの減量化・資源化を推進

していく必要があります。 

※エコセメント化施設 

清掃工場から排出される焼却残さをセメントの原料としてリサイクルする施設 

 

表２－５ ごみ・資源物収集量の推移                  （単位：トン） 

        年度 

品目 
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

もやせるごみ 

収集※1 14,135 14,636 13,210 12,855 12,359 12,174 

持込※2 3,134 2,306 2,570 2,776 2,725 2,806 

計 17,269 16,942 15,780 15,631 15,084 14,980 

もやせないごみ 1,710 1,866 1,725 1,615 1,633 1,498 

粗大ごみ 950 1,102 1,064 1,034 962 939 

有害ごみ 44 46 43 42 40 40 

資源物 8,773 9,305 10,168 10,092 9,776 9,744 

合 計 28,746 29,261 28,780 28,414 27,495 27,201 

※１ 収集：市民等からの戸別収集 

※２ 持込：収集運搬許可業者・事業者による持込 

 

表２－６ １人１日あたりの「もやせるごみ」収集量               （単位：グラム） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

収集・持込 377.6 367.1 338.5 333.4 320.3 316.8 

うち収集 309.1 317.2 283.4 274.2 262.4 257.5 
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図２－７ 26市１人１日あたりの「もやせるごみ」収集量 （単位：グラム／人日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 環境教育・環境学習 

地域に関心を持ち、環境について考えるきっかけとしていただくとともに、環環境課題に取組

む活動の輪を広げていくために環境教育・環境学習を推進しています。 

市では、フィールドを活用した体験学習なども取り入れながら、様々な機会を通じ環境分野に

関する環境教育・環境学習の場を提供しているほか、市民の自発的な環境学習を支援するため、

環境アドバイザーの派遣やご自身の生活の中での環境配慮行動を推進する環境家計簿の普及啓発

などにも取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「多摩地域ごみ実態調査 2024（令和６）年度統計」 

（公益財団法人 東京市町村自治調査会）から作成 

親子でいっしょに生きもの観察会 環境家計簿で希望者に貸出を行っている 

ワットモニター 


